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「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
91
号

�

２
０
２
３
年
５
月
発
行

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

�

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、�

高
木
香
織
、
清
水
優
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

編
集
後
記

▼
遠
藤
先
生
は
素
人
劇
団
「
樹
座
」
を
主
宰
さ
れ
、

ま
た
「
宇
宙
棋
院
」
と
い
う
素
人
囲
碁
の
会
の
主

宰
者
で
も
あ
っ
た
。「
樹
座
」
は
ス
タ
ッ
フ
は
超

一
流
、
座
員
は
ド
素
人
で
宇
宙
棋
院
も
、
ま
っ
た

く
の
ヘ
ボ
碁
の
集
団
で
あ
っ
た
。
会
員
は
作
家
と

編
集
者
、
た
だ
し
女
性
会
員
は
身
分
を
問
わ
ず
、

遠
藤
先
生
の
め
が
ね
に
か
な
っ
た
者
、
だ
っ
た
。

▼
と
も
あ
れ
僕
は
、
ど
ち
ら
の
会
も
幹
事
を
つ
と

め
て
い
て
、
あ
れ
こ
れ
何
か
と
忙
し
か
っ
た
の
で

あ
る
…
。�

（
劔
）

▼
４
月
の
末
に
、
友
人
３
人
で
軽
井
沢
に
行
っ
て

き
た
。「
追
悼　

加
賀
乙
彦
館
長
～
軽
井
沢
高
原

文
庫
と
歩
ん
だ
25
年
」
展
を
訪
ね
、
周
作
ク
ラ
ブ

会
長
の
ご
冥
福
を
祈
り
つ
つ
そ
の
足
跡
に
触
れ
る

た
め
で
あ
る
。
７
月
に
復
活
す
る
「
遠
藤
文
学
原

点
の
旅
」
の
下
見
に
も
な
っ
た
有
意
義
な
日
帰
り

旅
だ
っ
た
。

▼
今
年
の
周
作
忌
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
直
接
参
加

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
９
月
30
日
（
土
）
に
慶

應
大
学
三
田
校
舎
で
行
わ
れ
る
。
詳
細
は
次
号
で

お
知
ら
せ
す
る
が
、
コ
ロ
ナ
が
よ
う
や
く
５
類
と

な
っ
て
の
初
め
て
の
周
作
忌
。
ま
だ
、
飲
食
に
つ

い
て
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
皆
さ
ん
、
ど

う
ぞ
周
作
忌
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。�

（
亀
）

◆
復
活
！�

　

遠
藤
文
学
原
点
の
旅
︻
日
帰
り
版
︼

　
　

�

夏
の
軽
井
沢
の
﹁
生
誕
百
年
・
遠
藤
周

作
展
﹂
＋
講
話
＆
野
外
パ
ー
テ
ィ

日
時　

７
月
22
日（
土
）　

14
時
～
17
時

�
（
現
地
集
合
・
現
地
解
散
）

✤ 

た
だ
し
、
希
望
者
は
ホ
テ
ル
に
宿
泊
可
能

（
20
名
限
定
）

会�

場　

軽
井
沢
高
原
文
庫
（
長
野
県
北
佐
久

郡
軽
井
沢
町
長
倉
２
０
２
の
３
）

講
話　

大
藤
敏
行
・
高
原
文
庫
館
長

パ
ー
テ
ィ
ー　
（
軽
食
と
飲
物
は
実
費
制
）

※�

詳
細
と
申
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
劇
団
民
藝
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
公
演

　

善
人
た
ち

　
　
　
　

原
作
・
遠
藤
周
作
『
善
人
た
ち
』

　
　
　
　

演
出
・
小
笠
原
響

　
　

✤ 

長
崎
で
発
見
さ
れ
た
未
発
表
戯
曲
が

い
よ
い
よ
上
演
さ
れ
ま
す
！

と
き　

８
月
３
日（
木
）～
13
日（
日
）

と
こ
ろ　

劇
団
民
藝
稽
古
場

　

�

小
田
急
黒
川
駅
、
京
王
若
葉
台
駅
か
ら
徒

歩
７
分

料�

金　

一
般
５
，５
０
０
円
／
仲
間
の
会
員

５
，０
０
０
円
○
※
た
だ
し
周
作
ク
ラ
ブ

会
員
は
５
，０
０
０
円
に
割
引
（
当
日
会

報
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
先　

劇
団
民
藝

　
　
　
　

 

０
４
４
・
９
８
７
・
７
７
１
１

　

�

川
崎
市
麻
生
区
黒
川
６
４
９
の
１
（
鶴
川

街
道
沿
い
）

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊
本

　

自
分
づ
く
り

　

︱
自
分
を
ど
う
愛
す
る
か︿
生
き
方
編
﹀

�

生
誕
百
年
記
念
新
装
版

�

青
春
文
庫　

９
０
０
円
（
税
込
）

�

青
春
出
版
社　

１
月
刊

※�

生
き
る
の
が
少
し
だ
け
ラ
ク
に
な
る
、
遠

藤
周
作
か
ら
の
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。「
私

も
臆
病
だ
し
、
小
心
で
卑
怯
」
と
い
う
著

者
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
や
さ
し
い
語
り

口
で
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
の
愛
し
方
に
つ

い
て
考
え
る
。

◆
遠
藤
文
学
講
座

　

遠
藤
周
作
の
文
学
と
実
像

講
座
名「
編
集
者
が
語
る
素
顔
の
作
家
た
ち
」

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
も
可
能

講�

師　

宮
島
正
洋（
ア
ー
ト
デ
イ
ズ
編
集
長
・

元
新
潮
社
編
集
者
）

日
時　

８
月
19
日（
土
）／
９
月
２
日（
土
）

　

※
い
ず
れ
も
15
時
30
分
～
17
時

会�

場　

神
奈
川
大
学
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン

パ
ス

　

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
４
の
５
の
３

　
�

最
寄
り
駅
は
、
み
な
と
み
ら
い
線
「
み
な

と
み
ら
い
駅
」
下
車
６
分
。

内�

容　

１
回
目
は
「
遠
藤
文
学
に
お
け
る

『
悪
』の
テ
ー
マ
」。
２
回
目
は「
名
作『
沈

黙
』
へ
の
道
」。

※�

遠
藤
編
集
長
の
「
三
田
文
学
」
時
代
か
ら

身
近
に
接
し
て
き
た
講
師
が
、
そ
の
実
像

と
作
品
か
ら
遠
藤
文
学
を
読
み
解
き
ま
す
。

受
講
料　

２
回
分　

５
，０
０
０
円

申
込
先�　

Ｋ
Ｕ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア

　
　
　
　

 

０
４
５
・
６
８
２
・
５
５
５
３

◆
生
誕
百
年
に
遠
藤
周
作
を
読
む

　
　

講
座
名
「
文
章
を
表
現
す
る
技
術
」

�

７
～
９
月
期

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
も
可
。

講
師�

加
藤
宗
哉
（
作
家
）

日
時�

�

７
月
14
日（
金
）、
８
月
18
日（
金
）、

９
月
８
日（
金
）

　
　
　

い
ず
れ
も
13
時
～
14
時
30
分

会
場　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

※�《
人
を
感
動
さ
せ
る
物
語
》は
、
国
や
時
代

が
違
っ
て
も
変
ら
な
い
と
言
い
ま
す
。
そ

れ
を
持
っ
て
い
る
作
家
・
作
品
が
、
多
く

の
人
び
と
の
心
を
捉
え
る
の
で
し
ょ
う
。

で
は
、
遠
藤
周
作
が
持
っ
て
い
た
《
人
を

感
動
さ
せ
る
物
語
》
は
何
か
。
遠
藤
作
品

が
世
紀
を
越
え
て
読
み
継
が
れ
る
理
由
を

探
り
ま
す
。
取
り
あ
げ
る
作
品
…
…
『
沈

黙
』『
侍
』『
深
い
河
』『
わ
た
し
が
・
棄
て

た
・
女
』、
そ
し
て
狐
狸
庵
エ
ッ
セ
イ
等
。

毎
回
、
資
料
は
コ
ピ
ー
し
て
配
布
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
へ
は
デ
ー
タ
を
送
付
。

受�

講
料　

会
員
９
，０
０
０
円（
70
歳
以
上
は

入
会
無
料
）／
一
般
１
３
，２
０
０
円

申
込
先　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　

 

０
３
・
３
３
４
４
・
１
９
４
５

　

新
宿
区
西
新
宿
２
の
６
の
１�

　

新
宿
住
友
ビ
ル
10
階

※�

最
寄
り
駅
は
、都
営
大
江
戸
線
「
都
庁
前
」

駅
、
J
R
「
新
宿
」
駅
西
口
。

✤　
　
　

✤　
　
　

✤

✤﹁
会
報
﹂
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作

の
人
と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文

学
と
の
関
わ
り
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

宛
て
に
郵
送
す
る
か
、
下
記
Ｅ
メ
ー
ル
（
原

稿
添
付
）
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
際

に
は
ご
連
絡
差
し
あ
げ
ま
す
。

✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大

歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
3
，0
0
0
円
。
入
会
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の
「
会
報
」
が
送

ら
れ
る
ほ
か
、
会
が
主
催
す
る
「
新
年
会
」

「
周
作
忌
」「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
遠
藤
作
品

の
足
跡
を
訪
ね
る
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」、

そ
し
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
」
に
も
参
加

で
き
ま
す
。
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、

ハ
ガ
キ

0

0

0

か
Ｅ
メ
ー
ル

0

0

0

0

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
、
資
料
と
会
費
用
振
込
用
紙
を
お

送
り
し
ま
す
。

お
知
ら
せ


